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第
２
章　

高
度
医
療
機
器
の
導
入
強
化

し
め
や
か
に
合
同
慰
霊
祭

　

平
成
元
年
２
月
８
日
、
３
号
館
・
学
術
講
堂
で
病
理
解
剖
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
方
々
の
解
剖
体
合
同
慰
霊
祭
が
し
め
や

か
に
行
わ
れ
た
。

　

慰
霊
祭
は
３
年
に
１
回
程
度
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
昭
和
61
年
１
月
か
ら
63
年

11
月
ま
で
に
解
剖
し
た
３
４
５
柱
の
霊
を
慰
め
た
。
昭
和
「
最
後
」
の
慰
霊
祭
に
な
っ
た
。

遺
族
ら
約
２
５
０
人
と
職
員
約
１
０
０
人
が
参
列
す
る
な
か
、
時
任
純
孝
院
長
が
「
現
代
医

学
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
祭
ら
れ
た
方
々
こ
そ
、
そ
の
最
大
の
貢

献
者
だ
。
今
後
と
も
皆
様
の
志
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
努
力
を
続
け
た
い
」
と
追
悼
の

言
葉
を
述
べ
た
。
一
方
、
遺
族
の
代
表
か
ら
も
「
家
族
の
遺
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
は
辛

か
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、
あ
な
た
方
を
奪
っ
た
病
へ
の
憎
し
み
は
大
き
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
亡
く
な
っ
た
家
族
を
偲
ぶ
言
葉
が
述
べ
ら
れ

た
。
最
後
に
参
列
者
全
員
が
献
花
し
て
解
剖
体
の
慰
霊
を
行
っ
た
。
慰
霊
祭
は
そ
の
後
も

４
、
５
年
に
１
度
の
割
合
で
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

合同慰霊祭
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心
臓
血
管
撮
影
装
置
な
ど
導
入

　

平
成
元
年
４
月
、
市
立
病
院
は
、
心
臓
血
管
撮
影
装
置
を
導
入
し
た
。
心
臓
の
血
管
を
高
速
で
撮
影
す
る
も
の
で
、
心
臓

の
冠
動
脈
の
閉
塞
、
血
管
の
狭
窄
部
位
、
狭
窄
度
な
ど
の
測
定
に
使
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
冠
動
脈
の
拡
張
手
術
な
ど
の
治

療
に
も
使
用
で
き
る
。
主
に
循
環
器
救
急
診
療
用
と
し
て
購
入
し
、
そ
の
後
、
市
内
７
病
院
で
Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
冠
疾
患
集
中
治
療

室
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
そ
の
中
核
病
院
の
先
進
医
療
機
器
と
し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ
た
。

　

同
３
年
２
月
に
完
成
し
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
棟
で
は
、
特
に
手
術
室
内
の
清
潔
さ
を
保
つ
こ
と
に
配
慮
し
、
患
者
移
送

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
患
者
の
搬
送
用
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
手
術
室
内
に
持
ち
込
む
こ
と
な
く
、
患
者
を
安
定
し

た
状
態
で
手
術
台
へ
直
接
移
す
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
ま
た
同
時
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｕ
室
に
中
央
監
視
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
重
症
患
者
、
救
急
患
者
の
み
を
集
め
て
密
度
の
高
い
治
療
を
行
う
施
設
で
あ
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に

設
置
す
べ
き
必
要
不
可
欠
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
患
者
の
心
電
図
、
心
拍
数
、
呼
吸
、
血
圧
、
体
温
な
ど
生
命
維
持
に
重
要

な
機
能
を
監
視
す
る
装
置
で
、
セ
ン
ト
ラ
ル
モ
ニ
タ
ー
２
台
と
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー
６
台
、
不
整
脈
モ
ニ
タ
ー
１
台
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
。
同
年
９
月
の
市
議
会
で
、
今
後
の
高
度
医
療
機
器
導
入
予
定
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
時
任
純
孝
院
長
は

「
今
後
は
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
死
亡
原
因
の
上
位
を
占
め
て
い
る
疾
病
の
早
期
確
定
診
断
に
対
応
で
き
る

機
器
の
整
備
が
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
」
と
答
え
た
。
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麻
酔
科
の
外
来
診
療
開
始

　

平
成
元
年
６
月
、
市
立
病
院
麻
酔
科
の
外
来
診
療
が
始
ま
っ
た
。

　

麻
酔
科
は
昭
和
40
年
に
外
科
の
一
部
門
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
当
初
は
、
外
科
部
長
の
兼
任
の
も
と
、
各
科
の
麻
酔
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
形
で
麻
酔
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
59
年
か
ら
麻
酔
科
専
門
医
が
常
勤
医
と
し
て
麻
酔
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
常
勤
医
数
は
１
人
だ
っ
た
。
同
63
年
に
２
人
に
増
え
、
外
来
診
療
開
始
に
つ
な
が
っ
た
。
平
成
元
年
７
月
に
は
、
初
代

の
麻
酔
科
単
独
部
長
と
し
て
安
達
寛
部
長
を
迎
え
た
。
同
４
年
か
ら
常
勤
医
は
３
人
と
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
体
制
が
充
実
。
同

５
年
、
２
代
目
部
長
と
し
て
吉
嶺
孝
和
部
長
を
迎
え
た
。
麻
酔
科
の
専
門
領
域
と
し
て
は
臨
床
麻
酔
と
集
中
治
療
、
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
３
分
野
が
あ
り
、
外
来
開
設
当
初
は
、
２
０
０
０
例
以
上
に
及
ぶ
麻
酔
管
理
が
中
心
的
な
業
務
だ
っ
た
。
平

成
元
年
度
の
外
来
患
者
数
は
１
９
４
人
、
１
日
平
均
１
人
だ
っ
た
。

ア
フ
ガ
ン
難
民
の
医
療
活
動

　

平
成
元
年
８
月
14
日
、
市
立
病
院
産
婦
人
科
の
鮫
島
浩
医
師
（
32
歳
）
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ル
に
あ
る
ア
フ
ガ

ン
産
婦
人
科
病
院
に
技
術
指
導
す
る
た
め
出
発
し
た
。
９
月
中
旬
ま
で
妊
産
婦
の
た
め
の
最
新
医
療
機
器
の
取
り
扱
い
指
導

や
患
者
の
診
察
に
当
た
っ
た
。

　

開
発
途
上
地
域
に
各
分
野
の
日
本
人
技
術
者
や
青
年
海
外
協
力
隊
を
派
遣
し
て
い
る
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
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が
、
同
年
２
月
の
ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ン
撤
退
を
受
け
、
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
援
助
を
決
め
た
。
医
療
機
器
不
足
で
多
く
の
未
熟

児
が
満
足
な
手
当
て
も
受
け
ら
れ
ず
衰
弱
、
乳
児
死
亡
率
が
か
な
り
高
い
こ
と
が
判
明
。
こ
の
た
め
パ
キ
ス
タ
ン
に
設
け
ら

れ
た
難
民
救
済
施
設
、
ア
フ
ガ
ン
産
婦
人
科
病
院
に
超
音
波
診
断
装
置
、
分
娩
監
視
装
置
な
ど
の
機
器
を
送
り
、
現
地
の
医

師
に
技
術
指
導
で
き
る
医
師
派
遣
を
決
め
た
。
そ
こ
で
周
産
期
管
理
の
専
門
家
で
あ
る
鮫
島
医
師
が
推
薦
さ
れ
た
。
ペ
シ
ャ

ワ
ル
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
国
境
の
街
。
鮫
島
医
師
は
「
自
分
の
技
術
が
他
国
の
役
に
立
つ
な
ら
ば
光
栄
だ
。
新
し
い
技

術
を
指
導
し
、
機
器
が
有
効
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
、
外
西
寿
彦
副
院
長
・
産
婦
人
科
部
長
は
「
米
国
留

学
の
経
験
も
あ
り
、
語
学
も
堪
能
な
の
で
十
分
指
導
で
き
る
。
我
々
の
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
始
動

　

平
成
元
年
９
月
、
市
立
病
院
整
形
外
科
（
谷
口
良
康
部
長
）
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
け
が
な
ど
を
専
門
的
に
治
療
す
る
ス

ポ
ー
ツ
整
形
外
科
の
診
療
を
始
め
た
。
関
東
、
関
西
の
大
学
病
院
な
ど
で
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
県
内

で
は
初
め
て
。

　

谷
口
部
長
は
「
開
設
の
要
望
が
特
に
多
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
診
療
に
来
た
人
た
ち
を
系
統
的
、
専
門
的
に

治
療
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ら
、
痛
み
や
け
が
を
抱
え
な
が
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
た
い
と
い
う
人
は

多
い
。
そ
ん
な
選
手
た
ち
の
悩
み
に
少
し
で
も
こ
た
え
、
自
分
た
ち
も
勉
強
し
て
い
け
れ
ば
」
と
開
設
の
理
由
を
述
べ
た
。
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毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
を
外
来
に
あ
て
、
有
馬
三
郎
医
師
が
中
心
に
な
っ
て
治
療
を
行
っ
た
。
中
学
、
高
校
の
陸
上
競
技
、

野
球
の
選
手
ら
が
毎
週
30
人
程
度
訪
れ
た
。
診
察
は
、
痛
み
に
対
す
る
治
療
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
選
手
の
練
習
状
態
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
に
も
助
言
す
る
き
め
細
か
さ
。
病
院
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
県
体
育
協
会
の
稲
田
敏
文
理
事
長
は
「
今

ま
で
個
々
が
各
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
に
相
談
し
て
い
た
。
公
的
な
場
に
こ
の
よ
う
な
窓
口
が
で
き
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
」

と
歓
迎
。
谷
口
部
長
は
「
今
は
人
手
不
足
で
診
療
に
限
界
が
あ
る
が
、
平
日
の
受
診
な
ど
を
含
め
、
徐
々
に
窓
口
を
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

胎
児
の
治
療
成
功
を
報
告

　

平
成
２
年
３
月
、
市
立
病
院
周
産
期
セ
ン
タ
ー
（
外
西
寿
彦
所
長
）
の
池
ノ
上
克
科
長
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
、
国
内
で
初
め

て
お
し
っ
こ
の
出
な
く
な
っ
た
胎
児
の
治
療
に
成
功
、
グ
ル
ー
プ
の
平
野
隆
博
医
師
が
小
児
科
学
会
鹿
児
島
地
方
部
会
で
報

告
し
た
。

　

腎
臓
で
作
ら
れ
た
尿
は
尿
管
、
膀ぼ
う

胱こ
う

、
尿
道
を
経
て
体
外
に
排
出
さ
れ
る
。
仕
組
み
は
胎
児
で
も
変
わ
ら
ず
、
何
ら
か
の

原
因
で
尿
が
羊
水
の
中
に
出
な
く
な
る
と
、
肺
の
形
成
が
妨
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
腎
不
全
に
な
り
、
致
命
的
な
障
害
を
起
こ

し
か
ね
な
い
。
出
生
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
し
て
も
治
療
に
反
応
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
予
後
は
極
め
て
悪
い
。
セ
ン
タ
ー
に

紹
介
さ
れ
て
き
た
妊
婦
の
胎
児
は
、
膀
胱
と
腎
臓
が
極
端
に
腫
れ
て
お
り
、
尿
道
が
塞
が
っ
た
下
部
尿
路
閉
塞
と
診
断
さ
れ

た
。
こ
の
た
め
妊
娠
16
週
、
20
週
の
２
回
治
療
。
超
音
波
で
観
察
し
な
が
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
妊
婦
の
腹
壁
か
ら
子
宮
に
入
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れ
、
胎
児
の
膀
胱
と
羊
水
の
間
に
Ｓ
字
状
の
「
尿
道
管
」
を
設
置
し
た
。

　

治
療
後
は
顕
著
な
効
果
が
認
め
ら
れ
、
妊
娠
32
週
目
に
帝
王
切
開
で
出
産
。
直
ち
に
鹿
児
島
大
学
医
学
部
小
児
外
科
・
秋

山
洋
教
授
の
執
刀
で
応
急
的
な
手
術
を
し
た
。
平
野
医
師
は
「
発
見
が
早
か
っ
た
こ
と
と
、
妊
婦
本
人
と
周
囲
が
協
力
的

だ
っ
た
こ
と
が
成
功
に
つ
な
が
っ
た
」
と
報
告
。
秋
山
教
授
は
「
放
置
し
て
い
た
ら
死
産
、
ま
た
は
肺
の
低
形
成
、
腎
不
全

に
よ
る
死
亡
は
免
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
胎
児
治
療
は
米
国
を
中
心
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
の
成
功
は
珍
し

い
。
貴
重
な
症
例
」
と
語
っ
た
。

初
の
腹
腔
鏡
手
術
で
胆
嚢
摘
出

　

平
成
３
年
２
月
、
市
立
病
院
で
胆
石
症
の
患
者
に
対
し
て
、
開
腹
せ
ず
に
腹
腔
鏡
を
利
用
し
て
胆
嚢の
う

を
取
り
出
す
手
術
が

行
わ
れ
た
。
鹿
児
島
で
は
初
め
て
の
腹
腔
鏡
手
術
だ
。
直
後
に
鹿
児
島
市
医
師
会
病
院
で
も
同
様
の
手
術
が
実
施
さ
れ
た
。

傷
跡
が
残
ら
な
い
、
入
院
期
間
が
短
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
欧
米
で
は
３
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、
日
本
で
は
前

年
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

手
術
を
受
け
た
の
は
20
代
の
女
性
。
土
持
昭
男
外
科
部
長
が
執
刀
し
た
。
手
術
手
順
は
、
全
身
麻
酔
し
た
患
者
の
腹
部
に

二
酸
化
炭
素
を
注
入
し
て
膨
ら
ま
せ
た
後
、
４
カ
所
に
１
㌢
か
ら
５
㍉
ほ
ど
の
穴
を
開
け
る
。
へ
そ
の
近
く
の
穴
か
ら
腹
腔

鏡
を
差
し
入
れ
、
も
う
一
つ
の
穴
か
ら
は
術
者
が
処
置
用
の
器
具
を
入
れ
、
残
り
の
穴
に
は
助
手
が
鉗か
ん

子
な
ど
補
助
器
具
を

入
れ
る
。
術
者
は
腹
腔
鏡
の
映
像
を
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
見
な
が
ら
、
胆
嚢
を
切
除
し
取
り
出
す
と
い
う
も
の
だ
。
手
術
の
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ビ
デ
オ
や
文
献
な
ど
で
綿
密
に
準
備
を
重
ね
た
土
持
外
科
部
長
は
「
従
来
の
開
腹
手
術
だ
と
患
者
に
対
す
る
負
担
が
大
き
い

が
、
こ
の
方
法
だ
と
負
担
軽
減
の
ほ
か
回
復
も
早
い
。
今
度
の
患
者
も
翌
日
か
ら
食
事
が
で
き
、
ト
イ
レ
に
も
行
け
た
。
術

後
の
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
開
腹
し
た
場
合
、
退
院
す
る
ま
で
３
週
間
ほ
ど
か
か
る
が
、
１
週
間
足
ら
ず
で
済
む
。
必
然

的
に
費
用
も
安
く
な
る
。
20
㌢
ほ
ど
切
る
開
腹
手
術
と
比
べ
た
ら
傷
跡
も
目
立
た
な
い
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
指
摘
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
木
曜
会
」
始
動

　

平
成
３
年
４
月
、
県
内
病
院
で
は
初
め
て
と
な
る
病
院
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
木
曜
会
」
が
、
病
院
職
員
で
は

行
き
届
か
な
い
分
野
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

「
木
曜
会
」（
桜
井
正
代
代
表
、
21
人
）
は
、
平
成
元
年
に
市
教
育
委
員
会
主
催
の

「
婦
人
指
導
者
研
修
（
初
級
・
中
級
）」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を
受
講
し
、
卒
業

し
た
主
婦
ら
で
結
成
し
た
。
そ
の
後
独
自
に
障
害
者
や
高
齢
者
の
集
ま
り
、
甲
突
川

清
掃
な
ど
で
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
市
立
病
院
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
な
こ
と

を
知
り
、「
木
曜
会
」
と
し
て
全
員
で
参
加
を
決
め
た
。
来
院
は
日
・
祝
日
を
除
く

毎
日
。
２
、
３
人
ず
つ
で
チ
ー
ム
を
組
む
。
活
動
は
午
前
中
２
時
間
ほ
ど
。
作
業
の

メ
イ
ン
は
中
央
材
料
室
で
の
手
術
用
ガ
ウ
ン
、
マ
ス
ク
、
帽
子
、
下
着
、
ガ
ー
ゼ
な

ど
の
整
理
。
洗
濯
し
た
も
の
を
一
枚
一
枚
丁
寧
に
た
た
み
、
次
の
手
術
に
備
え
る
。

木曜会　毎日五、六人がつめる病院三階のリネン
室は、地味な作業をてきぱきこなす女性たちの明
るい笑い声が響く
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病
院
で
は
手
術
の
回
数
が
増
え
、
看
護
師
の
人
手
不
足
も
あ
っ
て
、
負
担
が
増
え
て
い
た
。
中
央
手
術
室
の
玉
利
ハ
ル
ミ

看
護
師
長
は
「
こ
れ
ま
で
手
術
着
の
整
理
も
看
護
師
が
中
心
に
な
り
行
っ
て
い
た
。
お
か
げ
で
本
来
の
看
護
師
業
務
に
専
念

で
き
る
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
病
棟
に
も
広
が
り
、
車
い
す
利
用
の
患
者
を
リ
ハ
ビ
リ
室
に

案
内
す
る
ほ
か
、
小
児
病
棟
で
は
子
ど
も
と
一
緒
に
ち
ぎ
り
絵
作
り
を
す
る
な
ど
の
活
動
も
行
っ
た
。
会
員
の
参
加
動
機
は

「
家
族
が
入
院
し
て
お
世
話
に
な
り
、
そ
の
お
礼
に
」「
手
に
障
害
が
あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
少
し
で
も
人
の
お
役
に
」

と
さ
ま
ざ
ま
。
桜
井
代
表
は
「
市
の
主
催
で
講
座
を
受
け
た
が
、
学
ん
だ
こ
と
を
発
揮
で
き
る
場
を
求
め
て
い
た
。
無
償
の

行
為
だ
が
、
全
く
苦
に
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
お
役
に
立
て
て
う
れ
し
い
し
、
ぼ
け
防
止
に
も
な
り
ま
す
。
も
っ
と
活
動
を

充
実
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入

　

平
成
４
年
３
月
、
市
立
病
院
は
脳
の
血
管
撮
影
に
効
果
的
な
最
新
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
診
断
装
置
）
を
導
入
し
た
。
同

種
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
は
県
内
で
３
病
院
目
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
と
異
な
り
、
磁
力
を
使
っ
て
脳
内
部
を
縦
、
横
自
在
に
撮
影
し
、
画
像
が
鮮
明
な
の
が
特
長

だ
。
特
に
く
も
膜
下
出
血
の
原
因
と
な
る
脳
動
脈
瘤
の
発
見
な
ど
に
威
力
を
発
揮
す
る
。
Ｘ
線
に
よ
る
脳
血
管
撮
影
で
は
、

造
影
剤
を
注
入
す
る
た
め
患
者
は
痛
み
を
伴
っ
て
い
た
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
痛
み
や
放
射
線
被
ば
く
が
な
い
。
た
だ
、
撮
影
に
は

30
～
40
分
程
度
か
か
る
。
導
入
し
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
日
本
製
で
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
地
下
１
階
に
設
置
し
た
。
総
事
業
費
は
約
４
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億
５
０
０
０
万
円
。
脳
神
経
外
科
が
専
門
の
時
任
純
孝
院
長
は
「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
長
年
の
念
願
だ
っ
た
。
診
療
が
一
段
と
充
実
す

る
だ
ろ
う
」
と
導
入
の
意
義
を
語
っ
た
。

時
任
純
孝
院
長
が
勇
退
、
外
西
寿
彦
院
長
が
就
任

　

平
成
４
年
３
月
、
市
立
病
院
の
時
任
純
孝
院
長
が
体
調
を
崩
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
勇
退
を
表
明
、
３
月
限
り
で
辞
職

し
た
。
任
期
は
５
年
３
月
ま
で
だ
っ
た
が
、
血
圧
が
高
め
に
な
る
な
ど
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
、
３
月
市
議
会
も
数
日
間
欠

席
し
て
い
た
。
後
任
に
県
医
師
会
常
任
理
事
で
前
市
立
病
院
副
院
長
の
外
西
寿
彦
氏
が
決
ま
っ
た
。

　

時
任
院
長
は
姶
良
郡
栗
野
町
出
身
。
七
高
、
熊
本
医
科
大
卒
で
昭
和
42
年
、
新
設
さ
れ
た
脳
神
経
外
科
部
長
と
し
て
熊
本

大
学
医
学
部
か
ら
赴
任
し
た
。
副
院
長
な
ど
を
経
て
、
60
年
４
月
か
ら
院
長
。
赴
任
当
時
、
鹿
児
島
で
は
一
般
的
で
な
か
っ

た
脳
外
科
手
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
救
命
に
尽
力
し
た
ほ
か
、
数
の
少
な
か
っ
た
脳
外
科
専
門
医
の
養
成
に
も
力
を
入

れ
た
。
ま
た
平
成
３
年
３
月
オ
ー
プ
ン
し
た
新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
24
時
間
体
制
の
救
急
医
療
充
実
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
。

　

勇
退
時
の
新
聞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
時
任
院
長
は
、
25
年
間
の
思
い
出
と
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
本
当
に

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
死
ぬ
ほ
ど
忙
し
い
時
も
あ
っ
た
が
、
一
番
充
実
し
た
時
期
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
自
分
自
身
が
３
回
も
倒
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
自
分
は
、
病
気
は
し
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
元
気
に
な
る

と
無
理
し
て
し
ま
う
。
患
者
を
診
る
の
が
楽
し
か
っ
た
し
、
好
き
な
焼
酎
も
よ
く
飲
ん
だ
か
ら
」
と
語
っ
た
。
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遠
隔
地
の
胎
児
、
画
像
で
診
断

　

平
成
４
年
４
月
、
市
立
病
院
は
、
遠
隔
地
の
病
院
な
ど
と
電
話
回
線
を
利
用
し
て
胎
児
や
胎
盤
の
異
常
を
的
確
に
診
断
す

る
た
め
の
「
超
音
波
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
、
実
用
化
し
た
。
周
産
期
医
療
の
分
野
で
は
日
本
で
初
め
て
の
シ
ス
テ

ム
。
離
島
な
ど
抱
え
る
鹿
児
島
県
で
は
威
力
が
期
待
さ
れ
た
。

　

胎
児
や
胎
盤
異
常
の
診
断
は
難
し
く
、
緊
急
を
要
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
第
一
次
病
院
と
救
急
病
院

と
の
間
で
様
々
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
異
常
診
断
に
は
胎
児
心
拍
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
超
音
波
の
画
像
診
断
が
大

き
な
決
め
手
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
胎
児
心
拍
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
フ
ァ
ク
ス
で
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
超
音
波
画
像

は
フ
ァ
ク
ス
で
送
っ
て
も
、
肝
心
の
画
像
が
不
鮮
明
で
診
断
情
報
と
し
て
は
精
度
に
欠
け
て
い
た
。
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
静
止
画
像
送
受
信
機
を
活
用
。
従
来
の
も
の
よ
り
鮮
明
な
画
像
の
送
受
信
が
で
き
る
よ
う
に
開
発
さ
れ
、
鹿

屋
市
の
産
婦
人
科
病
院
と
実
験
を
続
け
て
い
た
。
鮮
明
な
送
受
信
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
実
用
化
と
な
っ
た
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
一
次
病
院
の
医
師
が
妊
婦
の
胎
児
を
超
音
波
で
映
し
な
が
ら
、
普
通
の
電
話
回
線
を
通
し
て
伝
送
装
置

で
市
立
病
院
へ
送
る
。
病
院
で
は
専
門
医
が
待
機
し
、
電
話
で
応
対
し
な
が
ら
送
り
手
の
医
師
と
検
討
、
診
断
す
る
。
同
時

に
複
数
の
医
師
が
妊
婦
や
胎
児
の
状
況
を
評
価
す
る
こ
と
で
、
よ
り
確
度
の
高
い
診
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
開
発
に

あ
た
っ
た
産
婦
人
科
の
松
田
義
雄
医
長
は
「
周
産
期
医
療
や
母
子
救
急
医
療
は
、
送
る
側
と
受
け
入
れ
側
と
の
連
携
が
大

切
。
そ
の
点
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム
で
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
交
換
が
可
能
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。



51

３
度
目
の
ベ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
賞

　

平
成
４
年
７
月
、
市
立
病
院
の
武
弘
道
副
院
長
の
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
が
、
平
成
４
年
版
の
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ

編
ベ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
賞
に
選
ば
れ
た
。
武
副
院
長
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
元
年
、
同
２
年
に
連
続
し
て
選
ば
れ
て
お
り
、
今
回

が
３
度
目
の
受
賞
。
４
年
版
エ
ッ
セ
イ
集
「
明
治
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
賞
は
１
回
受
賞
す
る
と
、
さ
ら

に
選
考
基
準
が
厳
し
く
な
る
こ
と
か
ら
「
３
回
目
の
受
賞
は
珍
し
い
」（
文
芸
春
秋
）
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

武
副
院
長
の
受
賞
作
「
イ
ン
ド
で
イ
ン
ド
国
歌
を
歌
う
」
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
は
、
鹿
児
島
の
雑
誌
「
随
筆
か
ご
し
ま
」

に
寄
稿
し
た
。
大
学
時
代
に
覚
え
た
イ
ン
ド
国
歌
を
、
い
つ
か
イ
ン
ド
の
人
々
の
前
で
歌
お
う
と
い
う
夢
を
持
ち
続
け
、
30

年
ぶ
り
に
実
現
し
た
喜
び
を
ま
と
め
た
。
同
賞
は
、
全
国
か
ら
一
般
公
募
し
た
も
の
と
、
定
期
刊
行
物
に
載
っ
た
作
品
の
中

か
ら
選
ば
れ
る
。
平
成
４
年
版
は
プ
ロ
の
随
筆
家
や
作
家
の
も
の
も
含
め
、
約
４
０
０
０
点
が
対
象
と
な
り
、
61
編
が
選
ば

れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
評
論
家
扇
谷
正
造
さ
ん
、
漫
画
家
岩
本
久
則
さ
ん
、
作
家
田
辺
聖
子
さ
ん
ら
も
い
た
。

　

平
成
元
年
の
初
受
賞
作
品
「
五
つ
子
の
話
」
は
、
鹿
児
島
の
２
組
の
五
つ
子
の
体
験
を
も
と
に
、
内
外
の
五
つ
子
の
例
を

引
用
し
な
が
ら
今
後
の
無
事
な
発
育
を
願
う
温
か
い
内
容
。
２
度
目
の
受
賞
作
品
「
大
通
り
公
園
の
詰
め
将
棋
」
は
、
札
幌

医
科
大
学
で
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
勤
務
を
始
め
た
こ
ろ
、
大
通
り
公
園
の
街
頭
詰
め
将
棋
屋
に
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
が
縁
で
知

り
合
っ
た
人
と
の
28
年
ぶ
り
の
再
会
を
ま
と
め
た
感
動
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　

毎
日
１
０
０
人
近
い
子
ど
も
た
ち
の
診
療
や
全
国
小
児
科
専
門
医
試
験
委
員
、
厚
生
省
の
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
（
Ａ
Ｔ

Ｌ
）
母
子
感
染
委
託
研
究
な
ど
多
忙
な
合
間
に
書
い
た
作
品
の
受
賞
。
武
副
院
長
は
「
初
回
は
素
材
が
良
か
っ
た
か
ら
選
ば
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れ
た
と
周
り
か
ら
言
わ
れ
た
。
２
回
目
は
も
う
一
度
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
今
回
は
、
ま
さ
か
３
度
も
選
ば
れ
る
と

は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
」
と
喜
ん
だ
。

上
高
原
第
３
代
院
長
が
死
去

　

市
立
病
院
の
第
３
代
院
長
の
上
高
原
勝
美
さ
ん
が
平
成
４
年
８
月
15
日
、
肺
炎
の
た
め
死
去
し
た
。
享
年
80
歳
。
指
宿
市

十
二
町
出
身
。
七
高
か
ら
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
昭
和
17
年
か
ら
鹿
児
島
市
立
診
療
所
（
市
立
病
院
の
前
身
）

に
勤
務
。
昭
和
36
年
か
ら
60
年
に
退
職
す
る
ま
で
の
24
年
間
に
わ
た
り
院
長
を
務
め
た
。
昭
和
44
年
か
ら
は
初
代
病
院
事
業

管
理
者
を
兼
務
し
、
病
院
整
備
事
業
、
24
時
間
体
制
の
脳
疾
患
救
急
セ
ン
タ
ー
、
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
病
院
機
能
の

整
備
・
充
実
に
尽
力
し
た
。

　

専
門
は
外
科
で
、
結
核
全
盛
時
代
は
肺
切
除
の
名
医
と
し
て
知
ら
れ
た
。
勲
三
等
瑞
宝
章
、
厚
生
大
臣
表
彰
、
県
民
表

彰
、
南
日
本
文
化
賞
な
ど
を
受
け
た
。

胃
が
ん
と
ウ
イ
ル
ス
の
関
連
発
表

　

平
成
４
年
10
月
、
市
立
病
院
・
病
理
研
究
検
査
室
の
徳
永
正
義
室
長
ら
鹿
児
島
と
札
幌
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
胃
が

ん
の
約
10
％
は
、
が
ん
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
、
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
に
感
染
し
て
発
病
に
絡
ん
で
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
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30
日
神
戸
で
開
か
れ
た
日
本
ウ
イ
ル
ス
学
会
で
発
表
し
た
。

　

発
表
し
た
の
は
、
徳
永
室
長
の
ほ
か
、
鹿
児
島
大
学
医
学
部
の
佐
藤
栄
一
教
授
、
北
海
道
大
学
医
学
部
が
ん
研
究
施
設
の

大
里
外
誉
郎
教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ
。
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
は
、
子
ど
も
の
あ
ご
の
が
ん
な
ど
口
の
周
辺
に
発
生
す
る
特
殊
な
が
ん

の
原
因
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
日
本
人
で
最
も
多
い
胃
が
ん
と
の
関
連
が
示
さ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
。
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
は
１

歳
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
人
に
感
染
し
、
一
生
つ
い
て
ま
わ
る
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
。
ふ
だ
ん
は
ほ
と
ん
ど
影
響
し
な

い
が
、
免
疫
力
が
弱
っ
た
り
す
る
と
、
様
々
な
病
気
を
起
こ
す
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
市
立
病
院
な
ど
全
国
５
病
院
で
昭
和

51
年
か
ら
平
成
４
年
ま
で
に
切
除
し
た
約
１
５
０
０
症
例
の
胃
が
ん
の
組
織
を
詳
し
く
病
理
検
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
約

10
％
の
胃
が
ん
の
組
織
に
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
が
見
つ
か
っ
た
。
感
染
細
胞
は
が
ん
組
織
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
た
。
同
ウ
イ
ル
ス

が
見
つ
か
る
の
は
胃
の
入
り
口
に
近
い
ほ
ど
多
く
、
発
生
率
は
男
性
が
女
性
よ
り
３
倍
高
か
っ
た
。
免
疫
反
応
を
担
う
リ
ン

パ
球
が
、
が
ん
組
織
に
集
ま
っ
て
い
る
胃
が
ん
で
は
、
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
の
が
ん
遺
伝
子
が
25
％
も
検
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
胃
が
ん
の
10
％
前
後
に
同
ウ
イ
ル
ス
の
細
胞
感
染
が
発
生
原
因
と
し
て
関
与

し
て
い
る
と
結
論
付
け
た
。
徳
永
室
長
は
「
広
範
な
研
究
で
証
明
し
た
の
は
世
界
で
初
め
て
。
全
国
の
症
例
を
診
た
が
、
感

染
の
割
合
に
地
域
差
は
な
か
っ
た
。
発
が
ん
に
は
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
な
く
他
の
因
子
も
絡
ん
で
い
る
と
思
う
。
今
回
の

研
究
で
免
疫
・
化
学
療
法
に
活
路
が
開
か
れ
る
可
能
性
も
あ
る
」
と
話
し
た
。
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独
立
採
算
制
で
初
赤
字

　

平
成
４
年
11
月
、
市
立
病
院
の
３
年
度
収
支
決
算
が
、
財
政
上
、
独
立
採
算
制
と
な
っ
た
昭
和
39
年
度
以
降
初
め
て
赤
字

に
な
っ
た
こ
と
が
市
議
会
・
経
済
企
業
委
員
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
赤
字
額
は
税
抜
き
で
１
億
１
２
５
１
万
５
０
４
６

円
。
赤
字
補
て
ん
に
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
利
益
剰
余
金
を
充
て
た
。

　

市
立
病
院
は
昭
和
39
年
度
か
ら
平
成
２
年
度
ま
で
の
決
算
で
は
、
い
ず
れ
も
６
５
０
万
円
～
６
億
５
０
０
０
万
円
の
黒

字
。
し
か
し
、
実
際
の
医
療
行
為
に
よ
る
医
業
収
支
は
昭
和
63
年
度
か
ら
赤
字
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
分
は
駐
車
場
収
益
な

ど
で
補
っ
て
き
た
。
医
業
収
益
の
赤
字
は
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
の
ア
ッ
プ
率
と
、
国
の
定
め
る
医
療
費
改
定
の
上
げ

幅
が
釣
り
合
わ
ず
、
さ
ら
に
市
内
の
医
療
機
関
整
備
も
進
ん
だ
結
果
、
患
者
数
が
横
ば
い
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
さ
れ

た
。

　

経
済
企
業
委
員
会
で
は
、
赤
字
の
理
由
と
し
て
、
①
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
増
設
工
事
で
利
用
で
き
な
い
病
室
が
出
た
②

同
セ
ン
タ
ー
開
設
で
、
臨
時
募
集
し
た
看
護
師
が
定
員
に
達
せ
ず
、
不
足
し
た
人
数
を
一
般
病
棟
の
看
護
師
で
補
っ
た
た

め
、
ベ
ッ
ド
稼
働
率
を
落
と
し
た
―
と
も
説
明
さ
れ
た
。
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体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
装
置
を
導
入

　

平
成
５
年
３
月
、
市
立
病
院
は
、
体
外
で
発
生
さ
せ
た
衝
撃
波
を
体
内
の
結
石
に
集
中
照
射
し
て
、
他
の
組
織
を
傷
つ
け

ず
に
腎
・
尿
路
結
石
、
胆
石
を
破
砕
す
る
「
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
装
置
」
を
導
入
し
た
。

　

衝
撃
波
で
小
さ
く
砕
か
れ
た
結
石
片
は
、
尿
や
胆
汁
の
流
れ
と
と
も
に
自
然
排
石
を
促
し
、
胆
石
は
溶
解
剤
と
の
相
乗
効

果
に
よ
り
、
体
外
排
出
を
促
す
も
の
で
、
措
置
時
間
は
30
分
か
ら
１
時
間
と
短
時
間
で
済
む
。
通
常
１
、
２
週
間
ほ
ど
の
入

院
が
必
要
だ
が
、
石
が
小
さ
け
れ
ば
外
来
で
も
可
能
。
導
入
は
鹿
児
島
大
学
病
院
と
同
時
期
で
、
結
石
の
患
者
に
と
っ
て
福

音
と
な
っ
た
。

４
本
の
指
を
再
接
着

　

平
成
５
年
５
月
、
草
切
り
カ
ッ
タ
ー
で
右
手
の
指
４
本
を
切
断
し
た
種
子
島
の
男
子
小
学
生
が
、
地
元
病
院
と
海
上
自
衛

隊
鹿
屋
基
地
の
迅
速
な
連
携
で
市
立
病
院
に
運
ば
れ
、
再
接
着
手
術
に
成
功
し
た
。
指
の
切
断
事
故
で
４
本
の
指
を
一
度
に

接
合
で
き
た
の
は
市
立
病
院
で
は
初
め
て
だ
っ
た
。

　

西
之
表
市
の
小
学
４
年
生
男
児
は
、
５
月
23
日
午
後
５
時
過
ぎ
、
牛
小
屋
で
牛
の
餌
の
牧
草
を
電
動
カ
ッ
タ
ー
で
切
ろ
う

と
し
て
、
親
指
以
外
の
４
本
を
切
断
。
近
く
の
病
院
に
運
ば
れ
た
。
同
病
院
は
、
市
立
病
院
に
緊
急
連
絡
す
る
と
と
も
に
鹿

屋
基
地
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
派
遣
を
要
請
。
さ
ら
に
切
断
し
た
指
を
生
理
食
塩
水
で
浸
し
た
ガ
ー
ゼ
に
包
ん
で
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
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に
入
れ
、
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
に
保
存
し
た
。
午
後
７
時
過
ぎ
か
ら
市
立
病
院
形
成
外
科
の
佐
々
木
健
司
部
長
ら
が
手
術
。
骨

の
中
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
通
し
、
伸
筋
腱け
ん

と
屈
筋
腱
を
つ
な
い
だ
後
、
顕
微
鏡
下
で
静
脈
７
本
、
動
脈
４
本
を
つ
な
い
だ
。
手
術

終
了
は
翌
朝
７
時
だ
っ
た
。
男
児
は
２
、
３
カ
月
後
に
神
経
縫
合
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
経
過
は
順
調
。
佐
々
木

部
長
は
「
事
故
が
起
き
た
後
の
処
置
が
適
切
で
、
切
断
後
わ
ず
か
２
時
間
ほ
ど
で
手
術
が
開
始
で
き
た
の
が
良
か
っ
た
。
最

終
的
に
70
％
の
機
能
が
回
復
で
き
る
」
と
話
し
た
。

森
副
院
長
に
日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞

　

平
成
５
年
10
月
、
市
立
病
院
の
元
小
児
科
部
長
の
森
重
孝
さ
ん
（
81
歳
）
に
、
５
年
度
日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞
の
授
与

が
決
ま
っ
た
。
新
聞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
市
立
病
院
に
ま
ず
感
謝
し
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

森
さ
ん
は
川
辺
郡
知
覧
町
生
ま
れ
。
七
高
か
ら
長
崎
医
大
卒
。
昭
和
28
年
、
市
立
病
院
小
児
科
部
長
と
し
て
着
任
、
51
年

に
退
任
す
る
ま
で
の
間
に
副
院
長
、
市
立
乳
児
院
長
な
ど
務
め
た
。
こ
の
間
、
郷
土
の
医
学
史
に
興
味
を
持
ち
、『
薩
摩
医

人
群
像
』『
鹿
児
島
医
学
史
散
歩
』『
薩
摩
の
西
洋
医
学
』『
鹿
児
島
の
医
学
』
な
ど
多
数
の
著
書
を
出
し
た
。
昭
和
58
年
１

月
に
刊
行
さ
れ
た
『
鹿
児
島
市
立
病
院
史
』
も
執
筆
に
加
わ
っ
た
。
こ
う
し
た
医
学
史
研
究
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

表
彰
と
な
っ
た
。
11
月
１
日
、
日
本
医
師
会
設
立
記
念
医
学
会
で
表
彰
さ
れ
た
。
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大
仁
田
厚
さ
ん
退
院

　

平
成
５
年
３
月
25
日
、
市
立
病
院
に
入
院
し
て
い
た
人
気
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
大
仁
田
厚
さ
ん
（
35
歳
）
が
退
院
、
記
者
会

見
で
病
院
ス
タ
ッ
フ
や
鹿
児
島
の
フ
ァ
ン
に
感
謝
し
た
。

　

大
仁
田
さ
ん
は
２
月
16
日
、
市
内
で
あ
っ
た
試
合
後
に
ダ
ウ
ン
。
そ
の
ま
ま
市
立
病
院
に
緊
急
入
院
し
て
扁
桃
周
囲
膿
瘍

と
診
断
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
急
性
呼
吸
不
全
な
ど
を
併
発
し
て
21
日
か
ら
８
日
間
、
麻
酔
に
よ
る
睡
眠
状
態
に
入
り
、
一
時

は
病
状
が
悪
化
し
て
気
管
切
開
手
術
を
行
う
な
ど
危
篤
状
態
に
陥
っ
た
が
、
医
師
団
の
懸
命
の
治
療
で
回
復
に
向
か
っ
た
。

主
治
医
を
務
め
た
鹿
島
直
子
医
師
は
「
40
度
の
熱
が
あ
る
の
に
試
合
に
出
る
と
言
う
か
ら
、
あ
な
た
、
死
ん
じ
ゃ
う
わ
よ
と

怒
っ
た
。
そ
の
後
は
模
範
的
な
患
者
に
な
っ
た
」
と
述
懐
。
大
仁
田
さ
ん
は
「
ぎ
り
ぎ
り
で
命
が
助
か
っ
た
」
と
言
い
、
約

１
カ
月
の
入
院
中
、
差
し
入
れ
や
激
励
の
手
紙
を
届
け
た
フ
ァ
ン
に
も
「
人
情
味
が
あ
り
、
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
感
謝
し

た
。




